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はじめに

中国東北地方の近現代史を考えるうえで，特

に中国の学界においては，辛亥革命を契機とし

て張作謀が拍頭したことを童視するほ l）。しか

しそれは，革命後，張が強大な軍事力を背景に

抑圧的な支配をはじめる前段階として，もしく

は東北において革命が成功しなかった結果とし

て菫視するのであって，張作森政権の実態との

関連性においてではない。だが最近は，この枠

内にとどまりながらも，櫓案史料の読解を通じ

て，軍事史的な観点から張作謀の1台頭を再検討

する論考も出てきた (i!:2)0

以上をふまえて，本稿の具体的課題は，張作

諜が掌握した軍事力の背最を再検討し，あわせ

て今までの拙稿げ3)が追究してきたテーマー一

張作謀政権における「文治派」官僚たちと，「保

境安民」理念の継承 を補完することである。

そのためには，義和団事変以後の奉天における，

軍事力や警察力の再編および新設についての考

察を，欠かすことはできない。

また筆者の関心を敷術すると，この考察は，

張学良政権と「満洲国」という，二つの政治形

態を分析するうえでの基礎にもなる。これらに

ついて，軍隊や警察をぬきには語れないという

だけではない。広く政治理念（例えばリージョ

ナリズムとナショナリズムの結合や離反），人脈，

制度などにおいて，本稿で扱う時期に発するも

のが多々見いだされるからである。そのうちの

一つが，治安維持問題である。詳細の検討は別

の機会に譲るが，本稿の方向性をここに明記し

ておきたい。

（注 l) 王鴻賓主編『張作謀和奉系軍閥』鄭州 河南

人民出版社 1989年 42頁／辞虹・李泊田主編『中国東

北通史』長春吉林文史出版社 1991年 526頁／楊余

練ほか編著『清代東北史』潅陽遼寧出版社 1991年

346頁など。

（注2) 郭建平「辛亥革命張作諜進駐奉天新論」（『歴

史櫓案』 1995年1期 1995年1月）。

（注3) 拙稿「張作謀政権下の奉天省民政と社会—

王永江を中心として一ー」（『東洋史研究』第52巻第1号

1993年6月。以下．拙稿Aと略記）／拙稿「『九・一八』

事変直後における潅陽の政治状況一一奉天地方維持委員

会を中心として―J (『史林」第78巻第1号 1995年1

月。以下．拙稿Bと略記）。

I 清末における治安状況と張作諜
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1. 義和団事変前後の治安状況

まず，張作森が拍頭する清末における社会状

況を，必要な範囲で見ておこう。
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清朝が北京に遷都する前の都として，「陪都」

の扱いをしていた盛京（奉天城，現：濡陽市）ほ

か交通の要衝などには，人口が集中し，官憲の

目もある程度は届いた。しかし都市の近郊も含

めて，大部分の地域は文字通りの新開地であり、

公的行政機関による地域住民の保護ふきわめ

て不充分であった。こういう地域には，農村

の社会秩序を混乱させる存在一一官憲はそれを

「匪（賊）J, 「土匪」などと呼んだ一ーが活動し

やすい(i-1-l)。しかし義和団事変前後から，「匪」

を取り巻く状況はかなり変わってきたといえよ

う。

東北においては，義和団の席捲もさることな

がら，ロシア軍の侵攻と占領による地方行政機

能の麻痺が深刻であった(1£2)。そのうえ， 1900

（光緒26)年にロシア側とかわした「奉天交地

暫且章程」により，時の盛京将軍・増戦は，ロ

シア軍の駐屯とその費用負担，および清朝側の

奉天駐留軍の解散などを認めざるを得なかっ

た（注：l)o 

この取決めに規定された上での義和団鎮圧

後の課題は，鎮圧中に逃げた兵士と「土匪j(1t4)

の連合勢力（大きなものは数千人の規模であった）

を，民間自衛団「団練」と協力して討つこと，

および義和団鎮圧のために大幅に増強した兵力

を漸次解散，縮小し，財政負担を減らすととも

に， 5000~6000名の騎馬・歩兵隊を専ら「賊」

を討つのに充てることであったい5)。

盛京につぐ要衝・遼陽城郊外の農村地帯には，

日清戦争前後から，「匪」に対する自衛手段と

しての郷団（団練）がいくつか存在していた。

日清戦争のときには日本軍も容易に手出しで

きなかったという吉洞硲郷団は，知州（州知事）

・徐慶障の要請により就任した指導者・徐珍の

張作謀政権成立の背景

もと， 1万余りの人員を擁する，この地域最

大の自衛集団であった。義和団事変後の治安の

乱れにもよく対処し，本渓からの助けも得て，

この辺りを地盤にしていた楊二虎に率いられた

集団のうち，数百人を平定している。やはり義

和団事変後，知州の要請によって結成された北

八家子郷団は，日露戦争後，数十屯から人員を

募って体裁を整え，保甲局の母体に，さらに言

えば「後日の警察の基礎」となっている付F6)0

後者が「官製」の団練とすると，前者はさしず

め「半官半民」の団練といえよう。既成の自衛

集団に，官憲が依頼して賊の平定をさせている

のがわかるケースである。また占洞硲郷団の成

功と名声は，官憲の権威に裏打ちされたもので

あったことを，忘れてはならない。

半拉山の素封家・哀金鎧が，自ら団練を組織

して陳小玩なる「賊」を退けたのは， 1902（光

緒28)年秋のことである（注 7)。彼はその後， 自

分の郷団を足がかりにして，遼陽の警察行政に

乗り出していった。郷団の存在を恒常的なも 0)

にするには，吉洞硲郷団ほどではなくとも，官

憲との強い繋がりが不可欠であり，指導者自ら

か地方行政の末端に連なるのが，当時はよくあ

ることであった。辛亥革命で最初のクライマッ

クスを迎える哀金鎧の政治人生は，こうして始

まった。

いったんは官憲に帰順しながら，官憲にとっ

ては統御しにくくなったために，「賊」扱いさ

れた例も挙げておこう。 1901（光緒27)年2月

の時点で，劉弾子（本名は永和，号は忠清）なる

頭目は， 1万人余りの勢力を擁して通化県に拠

っていた。また，買得勝，楊玉林（玉麟と表記

する史料もある。以下，人名の別表記があるもの

は，かっこで示した）らの率いる集団は，康平，
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海龍の各地で活動しつつ，（奉天）省城を攻める

と豪語していた（注8)。彼らは，もとはといえば

帰順した「馬賊」で，ロシア軍に抵抗する過程

で，「団練」を吸収して決起したのであった（注9)。

翌月，増棋は鎮圧軍を派遣し，楊玉林，劉弾子

の勢力のうち，「一：十営」（約1万5000人）を「牧

撫」している（注10)。つまり彼らを「賊」とみな

して鎮圧したが，投降した者については新たな

兵力として軍隊に吸収したのである。

この事件には，官憲による「賊」の判定基準

の曖昧さと，コントロールを外れた集団を投降

させることで，官憲の正当性を回復するという

手法がうかがえる（それは清朝のみに見られる特

徴ではないが）。無論，帰順した「賊」がもとに

戻るという危険性はある。しかし，危急存亡の

ときにあった清朝の軍隊は．以前よりも積極的

に，この策をとらざるを得なかったのである。

また帰順「馬賊」の立場にたてば，官憲が討伐

する「賊」の範囲は拡大し，帰順「馬賊」とい

えども何の身分保証にもならない―—いっ，ぃ

かなる基準で「賊j とみなされるかわからない

状態になったといえよう，，そうなると，彼

らは常に官憲に近い位置を確保しなければなら

なし％

以上のように，東北の治安状況は複雑になっ

ていた。掠奪暴行．他集団との抗争などを主と

する1H来の「賊」が存在する一方，義和団以降

の新たな政治潮流のなかで，政治目的を帯び，

官憲と結び付く「団練」もあれば，逆らう存在

としての「賊」も生まれたc'［f憲による線引き

は，当然ながら恣意的であり，境界線上にいる

集団ほど社会的，政治的正当性を獲得する必要

に迫られていた。次項で見る「保険隊」「大団」

「馬賊」などと呼ばれる集団もまた，このよう
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な条件に大きく規定されていたのである。

2. 張作雲の帰順

張作森が「馬賊」の世界に身を投じたのは，

日清戦争後， 1896（光緒22)年であったといわ

れる（注11）。この種の問題の常として，当時の彼

の活動については，官憲側の史料はごく限られ

ており，関係者の回顧録なとに頼るところが多

いが，それらによれば，以下のごとくである。

日清戦争に一兵卒として従軍した張は、所属

部隊が本来の守備地域（河北）に戻ったため，

自らも帰郷し（出身地は海城）．養父から習得し

た獣医業を始めた。職業柄と本人の性格から

「馬賊」との交際が始まり，ある冤罪事件をき

っかけに，遼河東岸一帯の大頭目• i馬徳麟（字

は麟間の仲介で，彰武・阜新両県を本拠地と

する笠）q虎なる「馬賊」の配下となった。しか

いまもなく董のもとを去り，独立したようで

ある（注12)0 

当時． i馬徳麟が勢力を拡大できた理由のひと

つは．彼が「保険隊」「大団」といわれる方式

をいちはやくとったことにあった。これは，上

地の広さに応じて食糧や金を取り立て，取り立

てた相fを襲わないというものであるば13)。郷

紳（地域打力者層）側からみれば，「団練」とは

若干異なるが，自衛手段の一種と考えてもよい

であろう。「馬賊」側からみれば，掠奪のみで

はその対象ともども疲弊してしまうが，「保険

隊一方式ならば疲弊する恐れは小さくなる。張

作森もその点に着目し，岳父・趙1li元らの後援

て、趙家廟（現：黒山県）において「保険隊」を

設立し，付近7カ村の「保険」を請け負った。

相場は，原則として一埴（約 1ha) 当り銀 l両

であったといわれる（注14)0 

遼河流域で大きな勢力を誇る集団は， i馬のほ
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かに，杜立山（字は閣卿，号は天義。遼河西岸），

金寿山（字は万福。遼河以北，黒山など）らが＼)

た。 1900（光緒26)年，着実に勢力を伸ばして

いた張作謀は，金寿山0)地盤のべっ・中安堡を

手に入れ，その 1呆険区」は27カ村，その配下は

50名余りになっていた。この頃，金はロシア市

！こ懐柔され，その別動隊のような存在となって

いた国151。そのロシア軍の援護を受け，中安堡

を奪還せんと捜来した金寿山から逃れて八角台

鎮（現：台安県）に至った張作諜ぱ，態諮を立て

lHした後ここで，彼を支える重要な部下となる

湯玉麟・張景恵・張作相らを副頭目格とする集

団の秩序を整えていったと思われるいtl6)9:

八角台鎮において張作諜は，以前にも増して

地元の名l：との交際に力を入れた。 r団練ー同

様，「保険隊」もまた，郷紳の後援によって成

り立っている。評判を落とせば依頼ぱ来なくな

るうえ，官憲0)討伐対象になるかもしれない

張作諜の場合は、挙人・劉春謀（春娘。字ぱ束

閣）， ltJ．李雨濃（雨農。字は龍石 C 趙家廟時期

からの支援者），貞牛・張程九（字は紫雲または（

芸。八角台0)廂務会長），秀オ・杜；・半林（字は恩波

杜立山の族でもあり，保険隊」 U)なかては相談

相手としてに頼されていた），新民の醸造業者・影

氏，八角台の大廂人・戴春栄なとてあったJ 彼

らから張に支払われる「保険料ーは，毎月3000

両近かったとしヽう (;i]7)。かくして，その配I‘ムも

4(）（）名余りにまで増えた旧18)0 

1902（光緒28)年3月，「交牧束―]省条約 9』(}）

締結により，半年こと， 3段陪にわけてのロシ

ア軍の撤退と，清朝の主権回復が正式：こ定めら

れた旧］！））。それに1半し、，盛京将市は， 塀兜l・}i

路遼河両岸招撫屈」なる機関を設けて會遼河流

域の「匪」や各種民間武装勢力を本格的に軍隊

に吸収しはじめた⑲20)。張作森は，後援者や配

下たちと相談の結果，帰順を決意した。末端と

はいえ，地方軍に連なれは，その後の活躍次第

では展望が開けることになる。

たた，張は一計を案じた。ロシア軍の侵攻を

避けて錦州，義州一帯に疎開していた増棋一朕

か奉天に帰る途中を襲って増棋夫人を捕え，彼

女に自分の身の上を語り｀帰順するにあたって

夫へのとりなしを依頼したのである。その際専

あくまでも夫人の身柄は丁重に扱われたけE21)0

この策略は効を奏した。 1902（光緒28)年8

月嶋張作謀は，張程几ら名士たちの推薦により，

新民庁に帰頓した また，暫くは従来どおり，

名士たちからの「保険料」て必要経費を賄うこ

とか認められた直22)。9月には早速，「匪」の討

伐を命じられてしぺる ""t23,10

10月，張作謀は張作相，張景恵，湯玉麟ら250

人を従える新民府地方巡警前営馬隊の哲帯とし

て，正式に任命された。さらに，前営は翌年に

は歩兵，騎兵双方からなる485人に増強され，

張作森自身も前営の管帯に昇格した fil:24)。 方^

「馬賊」の世界は，この後大きな変化を遂ける，

3. 日露戟争における「馬賊」

日蕗戦争は、単に束北地方を義和団につつい

て混乱に陥れたたけではなく，日露両国との関

わり方次第，つまり外部要因て内政の方針か左

れされるとし 3う方向を決定つけたといっても，

過；iではあるまし),、「馬賊」の世界も当然，こ

の変化と無縁てはありえなかったこ

義,lsll団事変前後から，束北において的力仲長

を図ってきた 1]露両国にとって，現地U)地理と

さまざまな情報にあかる＜， しかも機動）jに富

む「馬賊 i ［よ，スハイとして大しヽに利用すへき

存在であった，遼河流域のtたった集団のうち，

5
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湯徳麟と杜立山は日本側（いわゆる「忠義軍」と

して）に，金寿山らはロシア側についたとされ

る（注25）。ただし，金寿山については日本側につ

いたとするものもあり，二重スパイであった可

能性がある（注26)。

戦後， i馬・金両名は，日本軍の口添えにより

清朝に帰順し (1905〈光緒31〉年，当時の将軍は

趙爾罪），それぞれ巡防営の統領と甜統になっ

た（注27）。しかし，同じく日本軍に協力したとさ

れる杜立山が清朝に帰順したという記録はない。

王寿山によれば，杜立山は結果として日本軍に

有利な働きをしたが，本人はあくまでもロシア

軍に抵抗するのをH的とし，日本軍の指揮下に

は入らず，独自に行動したという（注28)0 

日本軍の口添えを得られなかった杜立山は，

清朝に帰順する機会を逃し，遼河流域に残る最

後の「匪」の大頭目として，再び討伐の対象に

されていくことになる。

張作森は，巡防営の管帯として，建前上は中

立を守った(i:1'29)。戦後，趙爾異将軍のもとで，

張は鎮圧軍に加勢することを命じられ，再び

「匪」 0)討伐にあたった。相手は，鎮安県（現：

黒山県）大龍湾一帯にたてこもった杜俊子集団

らの連合勢力で，頭Hを一人ずつかIちとってい

く方法がとられた（沖30)。そして，続く束三省総

将・徐世昌のもとで，いよいよ杜立山討伐に乗

り出していった。しかし，そのことに互及する

前に，節を改めて，東北における新政とそのも

とでの軍隊や警察の再編について考察せねばな

るまい()

（注 1) P. Billingsley, Bandits in Republican 

Chi加 (Stanford,Calf.: Stanford University Press, 

1988), pp. 17-18.邦訳は、フィル・ビリングズリー（山

田潤ぷ）『匪賊一ー近代中国の辺境と中央 ．！筑摩書房

6 

1994年 33頁e なお東三省に限定した専論としては．趙

中学「近代束三省闊匪問題之研究ーに中央研究院近代史

研究所集刊』第7期 1978年6月）かある。

（注2) 閏8月初6日 (9月29日）の遼陽陥落に際し

て，時の盛京将軍・増棋と奉天城の文武各官が新民庁に

逃亡し．ロシア軍の奉天人城を容易にしたことなと．そ

の際たるものである。辞衡天「増棋＿ （李文海・孔祥吉

主編『清代人物伝稿』下編第5巻潅陽遼寧人民出

版社 1989年） 83頁参照。

（注3) 楊ほか編著『清代東北史:,269頁。

（注4) 当時の為政者は．反逆者全般への蔑称として．

―匪」という言薬を用いた。しかし当時の官憲側史料に

当たる場合には，「匪」とされる集団の性格について十

分な注意が必要であろう。

（注5) 「盛京将軍増棋摺J光緒2倍Fl1月25日濁湘t

奏摺）故宮博物院明清橡案部編『義和団運動檎案史料」

下冊北京中華書局 1959年（以下r義和団……史料』

890-891頁）。

（注6) 白永貞編『遼陽県志』巻22 警甲志遼陽県

公署 19お年。なお， H清戦争時において吉洞硲郷団は、

少なくとも光緒20年11月18EI,同12月初4El. 24日に日

本軍を一時的に撃退したという記録がある（徐慶璃撰

「遼陽防守日記」〈戚其章主編『中日戦争』中国近代史資

料叢刊続編第6冊北京中華書局 1993年〉 267,

270, 278頁）＾しかし，正規軍との連携が悪く，光緒21

年2月における戦闘では，何0)援護も受けられずに敗れ

ている（徐万善原著姜樹棠修正「吉洞船郷団紀略」抄

録〈戚主編『中日戦争』〉 354頁）。また徐慶障は，袖巌

州知州であった1875（光緒元年， In]州でも郷団編成を

試みたが，そJ)実施に不可欠な｝ l口調査をめぐって，地

元の有力な醸造業者とのトラプルかあり，断念している

（祁玉瑛総編輯『袖巌県志J 袖巌県袖巌山成玉東 1928

〈民国17〉年），戸口調査は必然的に新たな課税を伴う

J)で．警戒されたJ)であろうし

なお．哀金鎧を軸とした遼陽の郷団について詳しく論

じた論考に．江夏由樹「旧奉天省遼陽の郷団指導者．哀

金鎧について」（『一橋論叢』第100巻第6号 1988年）

がある。

（注7) 白紺『遼陽県志』巻2'ム

（注8) r奉天将軍増棋摺」光緒27年2月28[l(r義和

団…••史料』下冊 1033頁）

（注9) 彼らを「（抗俄）忠義軍」と総称する。その

努力は3万人余り， 40'!苔に分かれていたという（特・李
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主編『中国束北通史』 491頁）。「馬賊」という用語につ

いては，（注11)を参照。

（注10) 「盛京将軍増棋電報」光緒27年3月初7日（『義

和団•••…史料』下冊 1058-1059頁）。 9月には劉，楊ら

が帰順し，忠義軍としての活動は終息した。ただし残党

は，義和団に似た結社（六和拳）を組織して地ド活動に

人り， 1904（光緒30)年までその消息が伝えられている

傭・李主編『中国東北通史』 491頁）。帰順した劉は

1911年に病没したが，楊の最期は不明（凄ー中主編 r義

和団大辞典』北京 中国社会科学出版社 1995年 148,

181頁）。

（注11) 園田一亀『張作森』束京中華堂 19凶年 38 

頁。「馬賊」とは，東北地方における「匪（賊）」の活動

が馬に依｛子することに由来する．元来は[1本人による命

名である（渡辺龍策『馬賊―-H中戦争史の側面• J 

中公新書 1964年 25頁）。なお渡辺氏は同ページで，

1二侠的存在」であるか否かで，「馬賊」と「匪（賊）」

を区別しているが， この基準はきわめて曖昧てあると思

われるので，笥者は同意しない。「馬賊」という用語か

中国語に人った例としては， 1907年3月2OH付の宋教仁

U)日記 1我之歴史」（陳旭麗主編『・米教仁集』下冊 北

京 中華書局 1981年 722-723頁）などか挙げられる

（後述）。「我之歴史」については．松本英紀訳注『宋教

仁の日記』（同朋舎出版 1989年）もあわせて参照。

（注12) 張占軍整理「張｛憐屎的土匪生涯」（「河北文史

資料j 編輯部編『近代中国土匪実録』上巻北点群衆

出版社 1992年） 138-139頁／涌喜廷＇張作謀在遼西的

早期活動」（同著『東北近代史研究」鄭州中州古籍出版

社 1994年） 68-69頁／陳埼「東北馬賊」（疾少卿主編

『民国時期的t匪』北）；（ 中国人民大学出版社 1993年）

94頁。

（注13) 涌「張作森在遼西的・・9...」70-71頁。

（注14) Inl_|t:。

（注15) 同上。

（注16) i番「湯玉麟伝略」 132-133頁；同「張景恵伝

略」 149頁（ともに涌『東北近代史…書~．J 所牧）くなお，

「易織」（国民党への合流． 1928年12月）後の張学良政権

において， 3名はいずれも東北政務委員会委員となり．

湯玉麟は熱河省政府t席．張景恵は東省特別l.><:（現：吟

爾浜）行政長印張作相は吉林省政府主席に任しられた。

「満洲国」政府において．湯は熱河省長，張景恵は1935

年以降．国務総理となったが．張作柑：よ張学良に従い．

東北を離れたc

張1乍蹂政権成立の背娯

（注17) 張整理「張作森的土匪…..」 142頁／王寿山

「遼西巨匪杜立三J 「河北文史資料＿編輯部編『近代中

国土匪••…』 )157頁／王鴻賓主編『張作諜和奉系……』

20頁。李雨濃，張程九については，涌「張作諜在遼西

的......_ 70-71頁もあわせて参照c 杜沖林については，

寧武「清末東三省緑林ー（「河北文史資料」編輯部編 r近

代中国土匪..…』所牧） 79-80頁， 86-87頁も参照。なお．

劉春娘は遼河の治水や浚渫工事に尽力し，衆望()-)厚い人

物であった（「東北人物大辞典」編委会編 r東北人物大

辞典』 i審陽遼寧人民出版社，遼寧教育出版社 1991年

373頁）。

（注18) 溢「張作森在遼西的…..」 72-73頁し

（注19) 朱寿朋編張静瞳等校点『光緒朝東華録』第

5冊北京中華書局 1958年総4844頁。

（注20) i番「張作森在遼西的•,...._ 72-73頁」

（注21) 寧「清末東三省……」 82-85頁。

（注22) 「虔彰給盛京将軍増梱的密稟」光緒28年8月

28fl (1902年9月加日）頃！寧省櫓案館編冴奉係軍閥密

信選輯』北京 中国櫓案出版社 1993年） 1-2頁。

（注23) 涌「張作謀在遼西的..…J 73-74頁

（注24) 同上。

（注25) 宋教仁「ご十世紀之梁山泊」（陳旭麓主編

『宋教仁集』上冊 12-13頁。初出は『二十世紀之支那』

第1期 l叩51¥-6月24H)／播「張作諜在遼西的・・・・・・」

70頁。なお宋教仁は， i馬の努力を「馬隊七百」，杜につ

いては「馬隊六百余」と述べるが，後に協力を依頼する

ことになる金寿山については言及していないし

（注26) 寧「清末東二省・・・・・・」 82頁／園田 r脹作謀』

110頁／王鴻賓主編 r張作諜和奉系……』 26-27頁／E寿

山「遼西巨匪杜••••い i 155頁。

（注27) 寧 「清末束｛省・・・・・・」 82頁。

（注28) 王寿山「遼西巨匪杜……」 155頁。

（注29） 湖田『張作森』 46頁， t鴻賓主編 r張作森和

奉系・・・・,...27頁では． II本側の史料を引用して，張作森

の二頑スパイ行為と，田中義一らの斡旋による「処刑」

からの生還が述べられているが，いささか作為を感じる

話である ただ事実無根とも言い切れず，金寿山ほどて

はないにしても，日露両軍との接触はあったと思われる。

黎光・孫継武「張作森」（李新・孫思白主編『民国人物

伝』第1巻北京中華書局 1978年 18()貞）を参照

（注30) 亙祖京将軍趙爾巽奏各路剰捕迭次獲勝情形折j

光緒31年12月20ll（軍機処録副奏折） （中国第一歴史櫓

案館・北点師範大学歴史系編選『辛亥革命前十り柑間民変

稿案史料』上冊北求中華書局 1985年） 88-89頁。

7 
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II 新政時期における治安維持体制

の再編

1. 徐世昌総督時期 (1907~09年）

光緒33(1907)年3月，東北では盛京将軍に

かえて東三省総督をおき，奉天•吉林・黒龍江

三省の軍権と行政権を統轄させ，また三省各巡

撫を新設することになった (itl)。さらに東三省

には，他省よりも諸改革を優先して行う特権，

総督・巡撫には改革に必要な自由裁量権が与え

られた国2)0 

この改革は，にわかに始まったわけではない。

乾隆年間から指摘されてきた各機関の所轄不明

瞭と，そのために生じる責任のなすりあい（注3)

が，名義上の変更も含めていくつかの段階を経

て，戦乱の終結とともに，最終的な決着をみた

という面も大きい（注4)。しかしより切実な要因

は，初代総督に就任した徐世昌が述べるように，

H露両国による侵略（経済的，外交的な問題も含

む）の脅威であったた（注5)。そのため，徐が認

識していた課題は主に，交通の整備，三省財政

の統一，治安維持体制の整頓と強化，実業振典

の4点にしぽられたり「 6)。それらは無論，朝廷

の全面的支援を必要としていたので，徐はその

点を訴えることも忘れなかったば7)。徐にとっ

て以上の4点は相互に関連した複雑な課題であ

ったが，本稿には，その全てに対する綿密な分

析を行う紙幅がないので，第 I,第III両節と関

連させて，治安維持の問題を中心に述べる。

まず，‘り時の東三省における兵力の具体的な

状況を見ておこう。

当時，八旗兵を除く東三省全体の兵力は，奉

天•吉林がそれぞれ 2 万弱，黒龍江は4000にも

8 

届かなかった。しかも第 1節でも考察したよう

！こ，軍隊（旧軍）内部には多くの帰順した「匪a

を含んでいたこともあり，規律が乱れ，兵糧配

給の方法などもまちまちであった。徐世昌の認

識では，三省全体で「精兵十余万」が必要であ

った。手始めに，各営から25歳以下の兵を選ん

で陸軍（新軍）を構成し（奉天•吉林は 2 鎮ずつ，

黒龍江は 1鎮），老兵は淘汰し， 5年後には奉天

•吉林に 3 鎮ずつ，黒龍江には 2 鎮をおくこと

を目標とした（注8)0 

実際には目指すべき目標は下げられ， 2年以

内に三省それぞれに 1鎮ずつということになっ

たが， 1907（光緒33)年の達成度は，自前では，

吉林に歩兵隊1隊を編成できた（注9)のと，奉天

に8路ある巡防隊 (1905（光緒31)年にこの名称

に統一）のうち，前・中の2路から精鋭を選抜

して，歩兵隊1標を編成するのがやっとであっ

たほ10）。あとは近畿一鎮と混成二協の駐屯を要

請する始末であった（注11)。徐の構想するような，

自前の精鋭部隊による東三省全域の防備は，き

わめて難しい状況にあった。そこで現実的には，

残る旧軍を再編して，中・前・後・左・右の五

路巡防隊とし，これに新軍の訓練を施して，徐

々に新軍に近づけていくしかなかった(it12)。巡

防隊は，やがては新軍に同化・吸収されるべき

存在として，格上けされたのである。

かくして，軍備に関しても「陸軍部章程」に

従い，統領には月給500両（旧来は250両），歩兵

iこは同 4両5銭と衣服の支給（同5両c ただし

衣服などは自弁）が定められ，統領の経費の不

足分は兵から，兵(})それは民から取られるとい

う「積弊J, 悪循環を何とか断ち切ろうという

努力はなされた国131。ただし，どの程度の実効

があったがはわからない。
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張作森政権成打の背景

さてこの時期，張作課が命じられたのは杜立

山，田玉本ほ14)ら0)掃討であった。杜らは，新

民・鎮安（現：黒山県）・遼陽•海城・遼中・広

寧（現：北鎮県）など広範囲に出没し，本拠地

（「匪巣」）には砲台を構え，いたるところに検問

所を設けは15)，さながら要塞をもつゲリラ軍の

ようであった。さらに「巡警」の名を駈って銃

器を購入したり，住民から金品を巻き上げたり

もしたという直16)。このような行為は，官憲の

権威に対する一種の挑戦であり，彼らを鎮圧す

ることは，前任者・趙爾巽将軍在任時期からの

懸案であった。

当時，奉天五路巡防隊のうちの右路巡防隊の

統領であった張作森は，隙に乗じてまず田玉本

を討ち取り，ついで杜立山を生け捕りにする

という軍功をたて、表彰された(ll-17)。張作森は

「保険隊」であった時の後援者の一人，杜沖林

が杜立山の一族であり，厚い信頼を得ているの

を利用して，杜沖林に，杜立山を帰順させよう

ともちかけた。そして宴会での杜立山の一瞬の

油断をついて彼を捕えたという(;」18)゚ ↑保険隊」

としての人脈や経験を生かしたのであった。

この掃討戦の結果，遼西の社会秩序はようや

く安定を見た。 1909（宣統Jじ）年はじめ，張は

「騎馬・歩兵九大隊を統轄し， i兆南・蒙古辺境

一帯に駐屯j することを命しられ，モンゴル

「馬賊」 ・陶克陶（胡）の鎮圧に従事すること

になる（注19）。しかし，臨機応変に提携する相手

を変え，巧みに立ち回る陶克陶は手強い敵であ

り， 1922年に彼自らが病死する (it20)まで，壊滅

させることはできなかった。

治安維持体制の整備にあたり，徐世昌が咀視

したもう一つの柱は，警察（巡腎）であった。

それは，光緒31年9月の巡警部（警察庁に相当）

新設にあたり，徐が初代尚書（長官）に任命さ

れたことに起因するは21)。さらにこの決定には，

天津における巡警制度の成功で自信をつけた哀

世凱による上奏（注22)と，載澤・徐世昌ら出洋考

察五大臣の暗殺未遂事件（注23)が大きく影響して

いた。徐は北京政界の実力者・哀世凱と親しい

関係にあり，徐の人事には常に哀の意向や立場

が反映されていた。東三省は，単に清朝発祥の

地としてだけでなく，この時点では北京政界の

動向と密接に結び付いた地としても，重要であ

った。

1901（光緒27)年の上諭で，各省は従来の防

営（防軍）を，「常備・続備巡警軍」に改め．ー

律に新式の武器で訓練することになったぼ24)0

同年，奉天城内城にも保甲局という機関が設け

られ，翌年，警察総局に改められた（注25)。張作

森が帰順した新民府にも，巡警制度が設けられ

た(it26)。この時，天津の都市警察整備の際に参

考にした日本の警察制度を，中国全体に拡大・

応用していったほ27)0 

また1905（光緒31)年には，盛京将軍・趙爾

異が，道路工事をも警察の職掌に入れることを

理由に，エ巡局と改名した（注28)。翌年，巡警総

局となったが，依然として←［程科」か含まれ，

また行政・司法に関しても詳細な規定はなかっ

た(i饂 I)。人員の経集方法も巡防隊と大差なく，

1905（光緒31)年の通達でも，郷団そのほかの

民間武装勢力を警察に再編することになってい

たのてある（注30)。例えば遼陽でも，前述のよう

に，郷団が保甲局の母体となっている（注31)0 

1904（光緒30)年9こ，哀金鎧が遼陽臀務提調

（局長に相当）に就任し（注32), 2年後には吉洞餡

郷団を率いていた徐珍が．巡警制度を創設し

た（北33ぶ詞年に開校した巡警学堂の校長には王

，
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永江が就任しht34)，後に哀・王とともに「（奉

天）文治派三巨頭」と称せられることになる子

沖漢は，塀理遼陽西部巡警事宜兼遼陽交渉局長

の任にあてられた（注35)。哀の遺児・慶清によれ

ば，郷団を組織してから警務提調になるまでの

3年間に，哀は子や王と知り合ったとのことで

ある（注36)。金統散が指摘するように，王と子

の人事には，哀の人脈固めの意図がうかがえ

るば37)。哀の縁故で警察行政に関わった 2人は，

哀が奉天政界で拍頭するにつれ，地方行政官と

してのキャリアを積んでいくことになるぼl8)0 

徐世昌は，総督に就任した1907（光緒33)年

5月には，早くも王治馨を巡警｝司の総辮に任命

して，警察の改革に着手した。警察の職掌から

ようやく「工程→が外され（新たに］工程局」と

いう機関が設けられた），総務・行政・司法・衛

生・捐務の5課にまとめられた国39)0 

とはいえ，「巡警総局局制職掌章程」によれ

ば，その範囲はまことに広い。行政課には，治

安・交渉・戸籍・営業・交通の各股が所属し，

各国領事館員や軍隊の動向を探索する活動から，

戸籍編纂，商業取締を中心とする市政業務まで

が含まれる。司法課では，裁判股か全ての民事

・刑事案件を管轄する。ただし，司法課の判定

に不服な者は，各級審判庁にt告することかで

きる。衛生課には防疫股がある。これは，通常

は予防・検牡業務が主であるが，ヘストを中心

とする伝染病を意識した組織でもあったと考え

られる。捐務課は，「捐」（付加税の一匝。正規税

以外に臨時的に附設され，定着したもの）の廿l:

を徴収，監査する。特に城内住民の生活に関係

のある房捐（家屋税）などが目を引く（注40)C, 

察には，民政の基本事項のうち，かなり重要な

部分が含まれていた。

IO 

このような警察制度を整備するうえで問題と

なったのは，軍隊と同様，帰順「匪」を受け人

れたことによる質の低下や，経費の不足であっ

た。後者について，郷鎮では，警察経費の徴収

に伴う（中間搾取から得られる）利益を，「紳商」

か手放そうとしないことが問題の根底にあり，

監督権を行使しようとする警務長との対立もお

こっていた。これは，警察の権限にとどまらず，

財政全般をめぐる官民の葛藤の一例としても重

要である。しかし解決策としては，新たに会計

股を設けて，巡警局長の収支監壺権を強化する

といった程度の提案しかなく (it41), 「紳商」を

納得させるに足る，警察行財政の明確な指針が

示されることはなかった。こうした問題は，総

督膝元の奉天城で，より深刻なかたちをとって

現れ，徐世呂を動揺させることになる。

徐によれば，巡警局の経費は年間50万元以上

必要であるのに， 1907（光緒33)年現在，局の

収人となるべき各種の捐をあわせても25万～26

h7じ（こすぎない。そのなかで大きな項目である

鋪捐は，一種の商業税として，奉天城の商人た

ちもその徴収には納得していた。しかし，従来

の捐によるのみでは巡警局の増収は望めない。

そこで，新たに房捐を課そうとしたが，巡警局

の会;;tが明らかにならないことを不服として，

総商会が猛反発し，商店が一斉休業を行う事態

にいたった国421。官憲側は，一斉休業に先吃ち，

房捐免除を訴えたために拘束していた総商会の

理事を釈放し，房捐の一部を減免することで，

3 l」後には事態を収拾した（注43)。巡警局総塀・

王治馨と，総商会総理・趙清璽は更迭され

た田A4)0

腎察をめぐる諸問題は結局のところ，清朝の

従来の体制になかった近代警察を，従来の行財
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政システム全体のなかに（もしくはそれとは別

に）， どう位置づけるかがはっきりしないため

に起こっている。徐世昌自身も，警察を省公署

内の民政司に所属させるか，東三省以外の省の

ように巡警道という独立の機関を設けるか，迷

っていた。

1909（宣統元）年の間に，巡警道を設けるべ

しというセ張と民政司に統一すべしという主張

が，あいついで出される（注45)0 前者では，警務

は民政の範疇ではないといい，後者では，奉天

には民政司があるから巡筈道は不要であると言

っている。要するに，警察行財政を独立させた

ほうが地方官の権限拡大につながるのか，それ

とも民政司に吸収したほうが民政全般の権限拡

大という意味で利点が多いのか，徐自身には見

極め難かったのである。

東三省は最終的には，民政司に権限を集中さ

せる方針をとった。それは，全国で東三省のみ

の決定であった。東三省は，新政のモデル地域

であったから，民政に警察の行財政を含める道

をとったということは，他省の模範となるべき

選択ともみなされたほ46)。ともあれこの決定は，

軍隊のみならず警察も，総督の強いリーダーシ

ップを支えられる組織となっていくうえて重要

であった。

だが，徐世昌にはリーダーシップを充分に発

揮する機会は訪れなかった。北京政界における

哀世凱の一時的な失脚，および総商会の元総理

（趙爾巽将軍の時期）・孫百料の弾劾にもあい，郵

伝部尚書に転出したからである｛汁4710

2. 錫良総督時期 (1909~11年）（；1i8)

錫良は，治安維持体制のうち軍隊に関しては

張作森政権成立の背景

効果的に機能させることに努めている。

立憲準備第二期の成果．および第三期の準備

状況についての報告書のなかで，警察の課題と

して挙げられているのは，庁．州．県での制度

上の整備と．経費徴収の統一である。特に後者

については，徴収における秤量単位を統一し，

各官庁内に一律に「牧捐処」という機関を設け，

納税者は頂接そこに赴いて「捐」をおさめる。

納税者の投票によって「捐務総董」を選び，専

ら経費徴収とその管理にあたらせ．行政に干渉

できるような権限はもたせない。こうすれば官

民が互いに監督しあい，従来のような弊害は起

きない． というのが錫良の提案であるぼ49)0 

とはいえ，地域ことに事情が大きく異なるの

に強制的に統一規定を設けたり，また選挙と

いう概念になじんでいない納税者に「捐務総

董」を選ばせたり， この提案には無理がある。

いろいろな面を考慮しても結局ふ徐世昌が直

面したような，徴税末端における「紳商」の役

割に関する問題を．ー朝ータに解決するのは難

しいと考えざるをえない。

すぐに問題解決できないうえに，財政事情は

逼迫している。困難を打開するためには，進行

中の立憲準備の頂要性を「地方の公正な士紳」

に理解させ．「公益ーのために寄付するという

大義名分のもとに，彼らから集金するしかない。

一般的な例は叫録されていないので錫良が特品

している例をあげるが．鳳1息＼庁の紳士・孫硫廷

は，「捐」の規定よりも 3倍以上多い3500両を

警察経費0)ために寄付した。その理由は，安束

（現：丹東市）には中国人と外国人が雑居し臀

巡警をおく必要があるのに，財政事情が逼迫し

徐世昌の方針をほぽ踏襲しており，目だった変 ていてそれが十分にてきないから，ということ

化はない。むしろ警察制度を軌道にのせ，より てあった注50)、

II 
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当時安東に関心がもたれたのには，相応のわ

けがある。安東は，朝鮮半島との境界をなす鴨

緑江ぞいの港町で，近代になって海関がおかれ，

その重要度が増した。 1905年の日韓協約により，

李氏朝鮮は消滅への道を確実に歩み始めていた。

国境の街でもある安東は， H本の侵略行為に対

する，東三省側のいわば防御線となりつつあっ

た。しかも，安東と奉天南部の間には，日露戦

争中に日本側が軍用に敷設した軽便鉄道（安奉

鉄道）が走っており，そのゲージ拡張によって

朝鮮半島との連絡が図られようとしていた。東

三省は朝鮮の次に日本に併合されるのではない

か， という危機感を，官民ともに抱いていた時

期である叶51)0 

しかるに，安奉鉄道の沿線には警官が配置さ

れておらず，日本側が工事で使っている苦力ゃ，

そこにまぎれこんでくる「外来の匪徒」によっ

て治安が攪乱される恐れがあった。そのため

1909（官統元）年12月，省城から選はれた精鋭

100名と，別に募集された289名の警官が， 4カ

所の分局， 30カ所の派出所に配属された。なお令

ことは外交問題により深く関わるので，巡警総

局ではなく交渉司の暫時管轄となった。経費も

鋪捐などではなく，正規の省財政から支出され

ることになった(i「5210

警察は安東や安奉鉄道においてのみではなく．

他地域の一般人の生活にも浸透しつつあった。

1909（宵統元）年，吉林省の「各村の壮I」を

選抜して「預備巡警」とし，訓線を施して「盤

匪」（馬賊）の討伐にあたらせたところ，成果

が挙がった。警察経費の節約にもなるし，警察

カの助けにもなる。「固より目前の治盗の良策，

亦憲政進行の要端」と錫良は考え，ぷ火省にも

普及させることにした国53)。警察はもはや，軍

12 

隊と未分化の集団という性格を脱却して，独自

の方針を賦課された組織として，広範な人員を

取り込んで展開しようとしていた。

このような時，東三省を提ったのが， 1910

（宣統2)年冬から1911年（宣統3)年春にかけ

て大流行したペストであった。吟爾浜などから

鉄道によって拡大したこの伝染病により，数カ

月間に6000~7000人が死亡し，被害は数十の州

県に及んだ叶54)。病人の隔離・収容，病人宅の

消毒・検査など0)衛生業務にあたったのは，爵

務局であった直55¥o

当時，奉天に在住していたスコットランド人

の伝道医師・クリスティーが述べていることを

要約すると，以下のようになる。各班に分かれ

た「衛生警察員」は，ペスト患者の出た区域て

あれば毎日，その他の区域は隔日に巡回してい

る。ペストと疑われる者については覚書をとり，

数時間後に再確認して，ヘスト患者と断定され

ればすぐに病院に運び，警察署に報告する。患

者の同居者は最寄りの隔離所へ移され，患者の

所持品などば焼却され，家は消毒して番人を付

ける (if.56)，といった次第であるc さらに路上で

病人が出たなど，交通を遮断する必要がある場

合には，兵士も動員された⑪57)。このように防

疫活動の最前線にいる「兵警」にも，当然死者

が多かった

防疫活動には，行政責任者たる東三省総督の

強いリーダーシップと決断が，まま必要であっ

tこペスト流行か，鉄道による人（特に苦力）の

移動によるところが大きいと判明すれば，日本

やロシアに働きかけて，満鉄や東清鉄道のニ・

こ等車を暫く南ドさせず，各国の医師団の意見

か合わないときには総督自らか出向いてまとめ

た(it.59)。民間人の協力のほかは，隣接国・ロシ
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アなど，束北に利権を持つ国の指示を一切仰が

ない錫良に対して，―ペストは国際病であるか

ら，国を分かたず，等しく防疫の責務がある」

として，暗に批判する向きもあった".60)。しか

し錫良自身は，「疫病が日々拡散すれは，単に

東三省の人命や財産を保護できないというだけ

ではなく，国際交渉にも極めて大きな影響が出

る」として，むしろ周囲との連絡を絶って，撲

滅に専念したのであった憎61)。

結果として，ペストの猛威もほほ克服された

1911（宣統3)年3月，奉天で， 11カ国の医師

を集めて万国ペスト（鼠疫）研究会が開かれた。

錫良が議長を務めると．列席者はみな起立して

彼をたたえたという（注62)。錫良の面目は大いに

立ったわけである。

錫良は自身の強権を内政の危機には発揮した

が，当時としては珍しく，思想・占・論の弾圧の

ためには用いなかった。東三省からは，他省と

合同の国会早期開設請願団が送り出されること

3回，単独の請願団も 1回ある m0:{)c 1910（宣

統2)年11月初3,5日などのうちに，「各界の

紳民 1万人」が，錫良のいる東三省総督公署に

請願に来た。代表として，諮議屈（中華民国時

期の省議会に相判）議長・呉景漏らが錫良に面

会を請い，ロシアや日本による侵略が東三省全

上に及ぶ前に，早く立憲体制を整えて，これら

に対抗する政策を採るべきであると訴えた。

錫良もこれに大いに動かされ，彼らを代弁し

て，東三省のおかれている危機的状況について．

朝廷に報告している。しかし朝廷側からの指示

は，「責任逃れをせず．つとめて難屈にあたれ」

という程度のものでしかなかった⑪64)。錫良は

請願団への同情が一因となって免職され旧65),

後任には．最後の盛京将軍であった趙爾巽があ

張作煤政権成立の背景

てられた。

（注1) 朱編張校点『光緒朝東華録』第5冊総

5647頁。

（注2) 『（清）徳宗実録』巻574 光緒33年5月T巳／

朱張校点 r光緒朝東華録』第5冊総5688頁c

（注3) r（清）高宗実録』巻676 乾隆27(1762)年

12月己亥。

（注4) 総督・巡撫制への移行に先立つ改革で最も頂

要なのは． 1905（光緒31)年に，盛京五部（軍事，土木，

財政，祭祀＇司法の 5部門に関する特殊な職掌をもつ役

所）が裁撤され．五部の権限か盛求将軍に移管され，盛

京が「陪都」としての特別措置から脱したことであろう。

時0)将軍・趙爾巽は，より実効ある改革を行うため，旧

丘部に属していた有能な官吏数人を残し．彼らを使いな

がら自らも実務にあたり，統廃合を進める計画を述ぺて

いる（朱編張校点『光緒朝東華録』第5冊総5388

頁）。

（注5) 「密陳東省危迫情形並已辮締塀各事宜摺」（徐

世昌『退耕堂政書9.I巻23 奏議沈雲龍主編近代中国

史料叢刊第23輯台北文海出版社出版年不明 1257

頁）／「上政府条議」光緒33年8月（徐世昌 r退耕堂……』

巻33 条議） 1762頁。

（注6) 「L政府条議」 1763-1769頁a

（注7) 「東て省要政瑶法条議（徐世昌『退耕堂・・・・・'』

巻33)1769-1776貞3

（注8) 「上政府条議」 1766-1767頁。 1鎖は，旧日本

陸軍でいえば1個師団に相当し，標準的な定員は約1万

2500名（文公也『最近舟年中国軍弔史』台北文星苔局

1971年） 40-41頁ぐ

（注9) 劉錦藻撰『清朝続文献通考』巻220 兵考19

陸軍。 1標は1個聯隊に相当し，標準的な定員は約3125

名（文公直『最近州年中国……』）。混成協は．混成旅

団に相当。

（注10) 紀奉天五路巡防隊ー（徐世昌主編．李泣す田校

点『東三省政略』巻4 軍事軍政篇長春吉林文史

出版社 1989年 687頁）。

（注11) 劉撰 r消朝続文献通考；巻20。

（注12) 「紀奉天五路巡防隊」 687頁。

（注13) C奏陳奉天巡防隊将士苦累情形請照原奏数II

支給薪鉤摺」宣統元年3月19日（徐主編 李校点『東三

省政略』巻4)802頁。

（注14) 宋敦1二「：十世紀之梁山泊」では．｛田日本

I 3 
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は小北河にいて，騎馬隊100名あまりを擁している一'rl::l 

本派，かつて日本軍を助けてロシア軍を攻撃した」と紹

介されている。また，下記（注15)史料ても，（田玉本

の）本拠地は小北河とされているのて．恐らく田日本と

田玉本は同一人物であろう。

（注15) 「東二省総督徐世昌等奏遼西杜迂山田玉本各

股相継剰除折」光緒33年7月初2日（軍機処録副奏折）

（『辛亥革命前十年間・・…』上冊） 105406頁

（注16) 同上。

（注17) 同t。なお，杜立山は新民府で確認されたう
え，知府（府知事）の立ち会いのもと，処刑されたこ

（注18) 1:寿山 1遼西巨匪杜...'.._ 156-159頁。

（注19) i番「論奉系軍閥的形成及其特点，（i番＇東北

近代史研究』所牧） 59貞。

（注20) 庫明輝「陶丸陶胡 1（宗志文，朱伍泉主縦＇・民

国人物伝』第3巻北京中華占局 1981年） 220-224頁

（注21)朱紺張ほか校点 r光緒朝束華録；第 3冊

総5408几

（注22) 光緒31年8月（同上合総:5393頁），9

（注23) 同上（同上贄総5401頁）／沈衷龍叶余世昌

評伝』台北伝叫文学出版社 1979年 21-23貞／韓延

龍主編『中国近代警察制度』北京 中国人民公安大学出

版社 1993年 58頁3 なお彎 この事件の実行犯の一人か，

束北における革命指導者・張裕（後述）てある 屯件直

後に逃亡したか，逮捕•投獄され，さらに脱獄して日本

に潜伏， In]盟会に加わり、大連に人って革命運動を始め

ることとなる、，侯毅・張烈士棺市略，（卜孝行・ lh文権

編『．名亥革命人物碑伝集』巻4 北京 l11結出版社

1り91年 176 177頁／余阿t 「1k梼（林増平・李文海 l•

編 r清代人物伝稿』下編第3巻潅陽速叩人民出版社

1987年 331332良J

(it24) 翌文選ほか修冴り⑳釦恥巻143 新永 1934

年民治こ警察。

（注25) I紀内城巡瞥 1（徐主紺 李校点 r*-::省政
略』巻6 民政奉大省）ぃ

（注26) 釈文選ほか修『奉反通志』巻14ふ

（注27) 特に，京師（北点）と犬津の都市警察の整備

や繁行の教育・ d/1紬に，川島浪速らl.1本人か招聘されて

あたってし1る (D.R. Reynolds, Chi1ia. 1898-1912 

The Xinzh心 Revolutionand Japan (Cambridge, 

Mass.: Harvard Univ. Press, 1993, pp. 164-172), 

(il:28) 「紀内城巡腎.'o なおこの時に趙が行った道路

整備は．洋風建築とともに、奉天城の都市改造にとって

14 

屯要な意味をもった C 西澤泰彦『図説―i繭洲」都市物語』

河出書房新社 1996年 8889頁c

（注29) 「紀内城巡警-0

（注30) 麗文選ほか修『奉天通志」巻1430

（注31) 第I節の第1項を参照のことc

（注32) 徐友春主綱『民国人物大辞典』石家荘 河北

人民出版社 1991年 652貝•C

（注33) 『東北人物大辞典』 862頁c

（注34) '警察教練所」（白編 r遼陽県志」巻22)。

（注ぶ） 徐主編『民国人物人甜嘩む 16頁，なお，子は

1931年の―九・一．I¥事変勃発当時，後に -i黄洲国」の

政治理念1こ吸収される項要な提汀を行い，「満洲国」成

12時には監察院長・国務院総参議になっているが，その

直後に病逝している（拙稿B,150 l氾貞） C

（注36) 哀凌清「衰金鎧的ー生（霜燎原編打為満人

物．： i為満史料叢内長春吉林人民出版社 1993年） 4引

n 
（注37) 金統歓ーモ永江別伝」（ド孝萱・庫文権編了辛

亥革命人物碑伝集』巻9)446頁3

（出l8) T永i［は1908（光緒34)年に遼陽警務長とな

り， 19]1 （宜統 3) 年 4 月：•こは東三省総督・錫良の推

蕩て；徐珍や哀金鎧と同様の資格「知県遇訣ーを得てい

る（r王永江辮理警政出力請破格録用片 j 紅ヽ統3年4月

l3日〈中国科学院歴史研究所第二所主縦『錫良遺稿』第

2冊奏稿巻し北点中華書局 1959年〉 1318頁） J

そして，巡警学常の卒業生や｀張｛笛栞政権時代に奉天省

政務庁長として共に行財政に携わることになるじ鏡資を

浦佐として，賢察行政を行ったという（金統散 E永江

別伝，） C 

（注:l9) 趙爾巽将軍の時期を上同る建設ラ、ノシュて會

もはや警察かその任にあたるのぱ無理であった＾•

(；i:t0) 紀内城巡警，9

（注11) j哀貝呉慈培議巡特道星擬画一警制案」＇直統

JL年if-.il二十八ll（徐主紺李校，1！,＼ r東二省政略』巻12

諮議庁議案民政案），

（注42) ＇査明奉省歴琲房捐情形摺」光緒： '!4年11月25

1」(『宮中櫓光緒朝奏摺i 第26輯台北故宮博物院

1975年） 43844(）几

（注43) 湯余練ほか編著『清代東北史,319此

は主44) I紀 I月奉省歴琲切捐・・・・・ー。なお趙清哨ふ＇嘗

テ奉J』官衛ノ車輛ヲ請負ヒ官車局卜称シJ た衰商であっ

た（児1;．源太郎 r趙将軍ノ財政政策卜奉天ノ恐慌』 1907

年〈出版地・出版社不明〉伍頁）。日露戦争以前からの
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一種の「政商」で．屑捐の一件のときも最初ぱ当局の意

向に賛成し，商店の斉休業直前に反対に転じているc

（注45) 劉撰 ri冑朝続文献……J巻139 職官考お「東

三省」／韓主編 r中国近代警察•…·』 151頁。

（注46) 緯主編 r中国近代警察••…i 150頁c

（注47) 拙稿A 86頁。孫百料については．拙稿Aの

注(11)を参照のこと。なお孫は、史料「針明奉省歴辮房

捐間璃」によれば．趙爾巽と対立して総商会総理を免

職され，房捐の一件の際に．巡警局の会計内容公開を書

簡で求めて一斉休業の端緒を作ったという。

（注48) 錫良については．戴其芳・張瑞罪面論錫良」

げ内蒙古大学学報n1992年4期 1992年4月）／R.V.

Des Forges, Hsi-liang and the Chinese National 

Revolution (New Haven: Yale Univ. Press. 1973)を

参照した。

直 49) 「誇備憲政第二届成績並第三I西褥琲情形摺」

宣統）じ年8月25日（中国科学院歴史研究所第三所t編

『錫良遺稿』第2冊） 963頁。

（注50) 「鳳凰庁紳士孫統廷捐助警款請奨片j 宣統元

年1(）月初10H（同上書） 987頁。

（注51) 南満洲鉄道株式会社『南満洲鉄道株式会社十

年史」大連大正8年 157-165頁／「密陳東三省関繋大

局情形摺」（中国科学院歴史研究所第三所主編『錫良遺

稿』第2冊） 929頁／井t勇一→『鉄道ゲージが変えた現

代史―§IJ車は国家権力を乗せて走る•_』（中公新魯

1990年） 129-133頁。

（注52) 「涛塀安奉鉄路沿線巡警已成立経費請作正開

錯摺」宜統2年正月12日（中国科学院歴史研究所第三所

i：編『錫良遺稿』第2冊） 1087頁。

（注53) 「奉省推設預備巡警片」宣統2年6月17日（同

上言)1175頁。

（注54) 霰文選ほか修『奉天通志』巻144 民治三衛

生。なお，当該時期以降の東三省におけるペスト流行と

防疫政策につし臼ては C.F. Nathan, Plague Prevention 

and Politics in Manchuria, 1910-1931 (Cambridge, 

Mass.: East Asian Research Center of Harvard 

University, 1957)を，また19世紀末から20世紀初頭に

かけての東アジア各地域におけるペスト流行を比較する，

飯島渉「近代東アジアにおけるペストの流行について

1894年広東及び香港． 1902~1油柑廊， 1910~11年

『満｝i1』-J (『史潮』新29号 1991年1月）を参照した。

（注55) 「東三省疫気一律撲滅在事尤為出f]人員」宣

統3年3月281::l（中国科学院歴史研究所第三所主編『錫

良遺稿J第2冊） 131]貞。

張作森政権成立の背景

（注お） クリスティー著矢内原忠雄訳『奉天三十年“

ド巻 岩波新書 1938年初版 33!:I頁O•

（注57) 同上畠

（注58) 「東三省疫気一律撲滅……Jo

（注59) 「疫気蔓延人心危濯請侯事竣保奨出力人員摺」

宜統2年12月26日（中国科学院歴史研究所第三所七編

t’錫良遺稿』第2冊） 1265-1266頁。

（注60) 「東二省疫気一律撲滅……」／戴・張「論錫良J

18頁。

（注61) 「疫気蔓延人心危憬……」。

（注62) 戴・張「論錫良」 18頁3

（注63) 揚ほか編著『清代東北史.1333-335頁c

（注64) 「奉天全省各界紳民因時局迫不及待呈請代奏

明年即開国会以救危亡摺」宣統2年11月初6日（中国科

学院歴史研究所第三所主編 r錫良遺稿』第2冊 1262 

1263頁）／漏末祷備立憲樟案史料』故宮博物院明清櫓

案部編下冊北京中華書局 1979年 648-649頁に

も再録。

（注65) 楊ほか編著『清代東北史』 335頁。

III 辛亥革命における治安維持体制

東三省における辛亥革命についての研究は，

きわめて多いは 1)。経過自体について本稿で付

加すべきことはほとんどないが， I • II両節に

関連させて．「馬賊」・軍隊・警察の果たした

役割や．それに関わった人物たちの動向をもと

に，再構成する必要はあるだろう。特に本節で

は東三省における上記の問題が，外部からど

うとらえられていたのか． という視点をまじえ

ながら考えたい。

1. 革命派と「馬賊」

中国同盟会の母体の一つ・華興会の中心メン

バーで．蜂起計画失敗のために1904年に日本に

逃亡した宋教［は，東南諸省を中心とする革命

を志向した孫文らに対抗して．東三省で「馬

賊」を糾合して．そこから北京をつく作戦を模

索していた(tf2)。

巧
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その宋が自分の論文のなかではじめて「馬

賊」を大々的にとりあげたのは，翌年のことで

あるぽ3)。日本派，ロシア派．独立党派（およ

び清朝寄りのもの）に分類し，頭Hの名．配下

の数．活動地域．特徴などを記している。もと

より．著名なもののうちからさらに選定したの

であろう。地理的には大別すると，①遼東半島

の黄海側沿岸から中央部（袖巌，鳳凰城あたり

まで）にかけてと，②朝鮮国境に近い地域，ぉ

よび③奉天．遼陽，鉄嶺，新民屯など主だった

都市近郊を拠点とするもの，以上3つにわかれ

る。

1906（光緒32)年12月には，宋に先立ち，同

志の張継らが営口から遼西地方各地に．さらに

鉄嶺から吉林に赴き．また安東に出没したとい

う情報が新聞紙上で報じられるに至る。ただし

この時は．調査に専念して帰途についたようで

ある (i!:4）。上記の分類に従えは，おおよそ②と

③に相当する。

宋の日記「我之歴史」に．宋自身の「馬賊」

との接触計画が現れるのは， 1907（光緒33)年

3月20日のことである。「馬賊」という語が中

国語で用いられる初期の例としても興味深いこ

とはすでに述べたが（注5)，ここでは計画そのも

0)について確認しよう。まず下関から乗船して，

釜山にむかい．汽車に乗り換えてソウル経由で

義州まで北上する（朝鮮半島を縦断）。そして鴨

緑江を渡って安東に至る。その後は各馬賊と連

絡をとり．通化県の金を奪取する。しかるの

ち，おおいに積極策を行う，といった具合であ

る（注6)0 

日本からの場合，直接東三省に潜人するより

も，下関——釜山間の船便と，泉釜・京義両鉄道

を使って迂回して人るほうが人目につきにくか

16 

ったのであろう。しかし，安東から通化までは

直線距離でも200キロメートル近くあり，水運

を利用するにしても困難か予想される。それで

も通化を目指すということは，張継らの先行調

査によって，②の「馬賊」によい感触を得たた

めかもしれない。

宋は 3日後には出発している。 25日には下関

に至り，乗船して 4月1日には安東に着いてい

る。 5日には同行していた白楚香が，鳳凰城へ

調究に出かけた。残った宋が，「馬賊」の李逢

春・朱二角・金寿山・王飛卿・楊国棟・孟福亭

・藍黒牙に宛てた書簡は， 9日付の日記に見る

ことかてきる。内容は，「馬賊」の起源にはじ

まり，その現状，革命派の活動状況と説き進み，

革命派との連携によって北京を討とうという勧

誘で終わるは7）。そして，現存の「我之歴史」

も，ここで終わっている。

李逢春の本拠地は大狐山とありば8)，金寿山

のそれは黒山一帯でほ9), 2人以外については

わからない。李の活動範囲は，さきに策者が行

った分類に従えば②に人る。彼に対して，宋は

最初に手紙を出している。一方，金はいずれの

部類にも入らない。日露戦争中は二重スパイで

あった可能性もあるが，当時はすでに清朝に帰

順していたから，宋の分類では，あえていえば

蔽後の部類（独立派もしくは清朝寄り）に属すこ

とになる。宋らは，金のこうした変化を知らな

かったのであろうか。ともあれ，通化が最初の

到達目標に選ばれ，宋らの潜入ルートが安東か

らの北上であったこととあわせて考えると，宋

らが提携の相手としてまず重視したのは，李逢

春 朝鮮国境に近い地域に本拠地を持ってい

る者（（！詞 であった。

その後曹宋らは李逢春と面会し，その賛同も
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得て，同盟会遼束支部を奉天で設立したとされ

る旧11）。しかし，「馬賊」を集めた蜂起の計画

は事前に洩れ，白楚香は捕えられ，末らは再び

日本に逃れざるをえなくなる (ttl2八支部設立0)

意義をどうとらえるか（設守の事実も含めて）は

難しいところであるが，活動実績をあける前に

打撃を受けた， ということは確実である．3 以後，

吊命派は軍界・教育界・出版界などに入って貨

伝活動を中心にする一方，「馬賊ーとの連携を

摸索しつづけることになる (it13!r

革命勃発後，特に藍天蔚の蜂起以降， 馬賊」

0)なかに革命派に投じるものが少なくなかった

のは，宋教仁らの活動の影愕によるものと考え

られる。

藍は奉天駐留の第二混成協（二協，約5000名）

の指揮官であったか，同盟会只でもあり，革命

勢力への荷担を案じた東三省総督・趙爾罪によ

り， 11月14日には事実上解任されていた'itlし

しかし，遼束半島の荘河の聯荘会指導者・顧人

‘庄，顧人邦らと協力して，•ム帯における蜂起を

指導する吃場となった。この蜂起に呼応したも

0)には，例えば荘河の最も打名な「馬賊」 ．撲

冠山がいる（たたし、宋0.) r．．←卜間紀之梁山泊一

には名がない）。以前よりの弔命派からの働きか

けに応し， 200人余りを率いて加勢した，ほか

にも，楡樹台，畠図—着帯（奉天省北部から占林省

にかけての地域）で500人余りを集めた］馬賊」

集団などの例があかっており，合社すると束三

省全域の「馬賊」で藍に加勢したも 0)は， 4 Jj 

人余りにもl.ー．ったとし)ぅ

もとより数字には誇張もあるだろうが，革命

派と「馬賊」の結び付きの強さは，趙爾茸にと

っては脅威であった。ヽ1:-l時，東三省に駐留する

ll本軍は約3凡北方にはロシア軍もひかえ，

張作森政権成立の背景

束北の革命派にとって，蜂起にば慎重を期さね

ばならぬ面が多かったか，逆に，一種の治外法

権地域である満鉄附属地て｀，清朝官憲の追跡を

逃れて武器購入や兵士募集を行うこともできた。

ゆえに趙爾罪は，まず日本側に対して，］革命

派を援助しない」という約束をとりつけ，次に，

束二省全体の駐留軍の結束を固め，革命派に隙

を与えないようにする必要かあった(it16・,0

新軍を中心に，藍天蔚の説得に応じて革命に

参加するものか出始めていたし，部下の反対に

あっているとはいえ，協統（副官に相当）・晶汝

清にも，故郷・安徽省の革命軍が晶の家族を通

して参加を呼び掛けており (;1.j71，目を放せない

ところがあった。背局からすれば，治安維持の

ために再編してきた軍隊が，社会秩序転覆のた

めに，敵対勢力に利用されつつあるという状況

になっていた。そしてその危機は，齊察にも及

ほうとしてしヽたc

2, 軍隊と警察

武凸起義而後，趙爾巽は黒龍江省を視察中で

あったか， 5日後には奉天に戻っている。起義

情報の記事掲載延期を中国側・日本側双方の新

間社に命じたのは，それからまもなくのことて

あった，＼前者は民政司と巡警局の管轄，後者は

日本の総領事に依頼する形をとっている。趙が

恐れたのふ情報の伝播による革命の拡大であ

った';118［それこそは，品命派か最も頼りとす

ることてもあるつゆえに，情報の途絶か革命派

の出足を鈍らせ，粁局にとって時間稼きになっ

たことは否めなし)っ

名天においては， 11月12Hに趙を会長とする

保安公会が成立したc 副会長には，軍界から協

統の伍祥禎，諮議局からは議長の呉屎i慮か選ぱ

れた。さらに参議総長として、諮議；吋副議長の

I7 
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張作森政権成立の背景
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哀金鎧，参議副長として同盟会員の蒋fj災，張

椿が推薦されたり1.19:。その後の奉天政界を動か

すと予想される勢力と人物はほとんど網羅され

ているといってよいだろうが，もとより趙爾判

に共和政の意図などは皆無であった。よく知ら

れているように，保安公会成立の会場には，武

装した張作森の部下が配岡され，革命勢力の発

己を封じる役目を果たした。

従来，奉天に駐留している中路巡防隊に加え，

張作諜を省城に入れるように趙爾罪に勧めたの

は，哀金鎧である。張作森は当時， i兆南駐屯の

7大隊（前路巡防隊）を率いていた。趙面罪は

張に対し，「前路の騎馬・歩兵各 l大隊ずつを

省城に移駐せしめよ」との命令を出した。張は

これを受けて 2大隊に対し迅速に移動できるよ

うに軽装を命じ，省城に入ったけi-2(I)一軍人の常

として，特に「馬賊」から帰舶した張作諜にと

って，好機を逃さず権力の中枢に近づくこと，

近づいたら忠実に職務を遂行するのは，当然で

ある。むしろ少しても当局者に怪しまれたら．

彼の命連は．義和団・ポ変後に，あるいは日露戦

侑後に討伐された（なかには彼自身か吋伐した）

「馬賊1 と同様になったであろうへ張の兵力は，

単純叶狩て32(）名余りであった国21り、

廿時，革命思想が浸透しているとみなされて

いた新軍（ー・協）は，趙爾巽の伝頼を失ってい

た。前述のごとく，巡防隊は旧軍に属しなから

も，いずれは新軍なみの実力をつけることを期

待されていた存在であるいt22)。新軍にはまた及

はないとはいえ，従来のIll軍に比べれば，戦闘

}Jは増強されてし lたlil:2:ll。また，「馬賊」討伐

戦という苛酷な実戦経験を，新軍よりも多く積

んでいた。張作諜個人については，これまでの

経歴が衿慮されたのはいうまでもなしゾたろうぐ

20 

洸南は現在では内モンゴルに属し，清末によう

やく奉天省の領域に人った地域てあっfこ杜立

山らの討伐が終わった後，張はモンゴル←馬

賊」の討伐にあてられていた。杜らに対するよ

うにはいかなかったがl;t24)，張が駐屯する前よ

りは事態か好転していた。

しかし前項で述べたような事情て，藍犬蔚

が解任された後の＿協は，引き続き奉天省城

にととめられ，趙爾巽の手中に人っていた:

こうして省城における守備体制は｀ r陸軍<-

協＞，巡防軍，巡営＜巡警＞聯合一体ーとなっ

た

こ協は，内城の小山・小北・大北・小束0)4 

門と，閑宮（現在0)濡陽故宮）と総督公署など

の官庁，外城の小西関（辺門）大街・大東関大

街以北，大小北関までの市街地と辺門，および

商埠地を管轄するc

これに対し張作謀は，内城の大西・大南・小

南・大東0)4門と，外城の小西関大街・大束関

大街以南，｝く小南閃までの市街地と辺門を担当

した（地図 1を参照） liU6八巡警には，内城から

外城まで0)巾街地全体の1貞察や，秩序の維持か

任されたぃ£271。人員数からいえは最大の二協か，

広範な地域や重要な地点を守るのはわかるか，

張作森の部隊にも，かなり大きな守備範囲か与

えられていな巡警はこれら新ILJの軍隊の補

佐役であり，場合によっては融通のきく遊撃隊

としての機能を期待されていたと思われる

省城に駐屯する軍隊は十数営に分けられ，各

地の革命派鎮圧にいつても出動可能なようにな

ってしザこ。そして，全省53府庁州県にも「防陸

各軍」（巡防隊と新軍）が配備された（し；i：Hi。しか

し，巡特の配備は十分てはなかった。

以」:O)ように，趙爾異を中心として新政体制
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の続行と強化が図られるなかで， 11月18日に，

張棺を会長として聯合急進会が発足したことは｀

趙を激怒させた。張椿ら革命派は，彼らの発己

を封じた保安公会を不満として，そこから分離

したのである。趙は，清朝朝廷が約束した立憲

こそが政治改革の唯一の道であり，それを守ら

ず別に会派をたてた者は，治安攪乱の意図があ

るもの，即ち「人民の公敵」として容赦なく弾

圧する旨を明らかにしたば29)。省城の厳戒体制

を見て，そこでの蜂起を諦めた悼命勢力は，遼

陽・復州・荘河・鳳凰・遼中などでの同時多発

的な蜂起（地図2を参照）（if.30)によって，保安公

会側の軍事力を分散させ，そして省城を攻略し

ようとした(ii.31)0

実際の蜂起のなかで最大級ともいえる遼陽郊

外・劉二堡でのそれは，元巡警が教練所（警察

学校）生とともに起こしたもので，巡防隊や

「馬賊」をも引き人れ，総勢800~900名にもな

って，遼陽｝廿城を占拠しようというところにま

で至ったけi,；2)。趙面巽は，このポ態を収拾する

ため，遼陽の警察界に顔が広いという理由で，

王水江を派逍した(;i33)。王は革命恒前に，哀金

鎧の推薦により，趙爾巽の命令を受けて遼陽で

3営の兵を経集したが，統括者は徐珍に決まり、

それを不服としていたことがあった。革命勃発

と1'-'J時に， Eは再ひ趙爾巽の要泊により，彼の

相談に応じて機密を司る立場となっていた旧34)＇

よって， E(}）名腎はひとます回復していた。そ

のうえで(})派遣である。しかし，沈静化(})きさ'

しは見えなかった。

団時多発蜂起の効果をできるだけ殺くには，

革命の指導者たちを抹殺する必要かあった。か

ねてより＂哀金鎧は張棺と親しく，さまさまな

情報を彼から聞き出していたけU5)。同時多発蜂

張作森政権成立の背最

起の具体的計画も知った哀は，さっそく趙爾巽

に報告している。それらの情報に基づき，哀が

張棺ら 3人の革命指導者を宴会に招き．その掃

途を張作森の配下か襲って賠殺したのは，よく

知られている直36）。そして事実は大幅に歪曲さ

れ，真相は隠蔽され，張棺らは謀反と暗殺を企

む極悪人とされ，張作森はそれを未然に防いだ

功労者とされた(U37)。こと暗殺については，巡

防隊は趙爾巽らの期待どおりに働いた。

さて，殺された各人の家宅捜索も巡防隊が担

当したが，それは軍律を逸脱した掠奪(i噂＼と．

見物していた一般人に対する殺傷をともなうも

のであった汀39）。少なくとも日本側から見るか

ぎり，趙爾巽．場合によっては張作諜ら統領に

も，巡防隊のコントロールは難しかったり「40)。

一方巡警は，巡防隊の横暴を通告する役目旧41)

のほか．張椿らの遺体弓l取りや埋葬まて担当し

ている直42)。保安公会側から見れば． ともに治

安維持のために投人した旧軍と警察であるが，

18軍はむしろ社会不安の要因になっており，警

察は事後の雑務をこなす一方．旧軍に対する監

視役でもあったさまがうかがえる。

3. 日本とのかかわり

これまで，革命派側と旧体制存続派側の双方

から．東北における治安状態がどのようにとら

えられていたかについて考察してきたのて，本

項ては，東北に利権をもつ日本の関与と，それ

に対するlil体制存続派の反応や働きかけについ

て見てみよう。

前述の巡防隊の横暴は，日本の管轄下にあっ

た満鉄附属地にまで及んでいた。日本側はそれ

を口実に， 1小隊を配置している旧43)。日露戦

争以降，特に干渉の機会をうかかう日本に対し

て，中国側はスパイを使っで情報の収集に努め

2I 
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地図 2 東芝省における武装蜂起 (1911~12年）
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（出所） 辛亥革命武昌起義紀念館編著『平亥革命史地図集』天津 中国地図出版社 1991年 123頁。（一部修正）
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ていた。日露戦争のときに，日本軍が「馬賊」

を使って効果をあげていたのを，逆手にとった

のである。ただし，中国側のスパイの出自は明

らかではない（注44)0

ともあれ，そのスパイの偵察により，日本人

を含む王小堂（国柱）を主犯とする集団の暴動

計画が明らかになり旧45), そして爆弾を投げた

実行犯を．二協の兵と巡警が捕えるという事態

に至った(it46)。趙爾巽は，この事件は日本の策

動によるものと疑い，附属地に潜伏する王小堂

らの身柄引き渡しを求めた信l7）。しかし、日本

側は王らを附属地から追放するのみにとどめ

たほ48)。王は大連に逃れた（注49)。以後の消息は，

よくわからない旧50)。

大連は日本の租借地であるため，満鉄附属地

以上に中国側の主権が及ばず，趙爾巽らからみ

れば，犯罪者の潜伏地として恰好0)土地てあっ

た。大連には1000人以上の革命派か流入し，さ

らに「馬賊」 1000人余りが「省城租界の内外」

に分散して潜伏していると認識していた。いす

れも完全に日本側の警察体制下にあり．それに

よる摘発に期待するしかなかったのであるが．

思うような成果はあがらず．日本側に抗議して

いる川51)0 1::1本側の行動のみならず．日蕗戦争

以降．日本側が設定してきた種々の特権が，趙

らの治安維持策の障害となっている面があった。

革命派の蜂起に対しても．日本側は軍事行動

を起こした。鉄嶺の場合．省城から張作蹂0)歩

兵隊と騎馬隊が派遣され，革命勢力を駆逐した。

しかし．その部隊が鉄嶺城に戻ると．日本兵か

鉄嶺の城門を守っていた(it52¥ 中国側からの抗

議によれば，日本兵は西門を占拠して城外を監

視し，巡防隊の人城を許さなかった。さらに．

城内の官庁なども全て占拠されているし，中[El

張作謀政権成立の背景

側の陸軍（新軍）騎馬隊が鉄嶺から 4~5キロ

メートル離れた守備位置に戻ったのも．日本兵

によって追い払われたためである． としてい

るぽ53)。しかし，鉄嶺に派遣された王永江によ

れば，それは「我が官民の誤解」であり，実際

に調査してみるとそういう形跡は見当たらない

し、むしろ王に協力してくれる日本人もいた．

というけt54)。二つの史料を吟味してみると，鉄

道附属地を中心に，また一時的に城門や官庁ま

で．日本兵が守備（見方によっては占拠）してい

たポ実はあるだろう。王永江は，そうした事実

に感情的にならず，むしろ利用することを考え

たのではなかろうか。

さきの報告に続けて，王のその後の方針が語

られているのであるが，それによると、まず城

中を暫時中立地として，蜂起軍を城外へ駆逐し，

中国側の鎮圧軍が攻撃すれば，必ず勝てるとい

ぅぐ，そして，鎮圧軍は城外に残し，地方官が巡

警を率いて人城する。 400~500人と見られる蜂

起軍には，弾薬なとが不足している。一方，鎮

圧軍も人員不足で，「土匪」を勧誘している始

末である。あえて城北への配備を不十分にして

おいて，蜂起軍を北部に追いやり．鎮圧軍は

200~300の兵力で鉄道（満鉄）を使って追撃し，

先回りして平頂堡で下車し，鉄嶺城北から 7.

8里（約3.5~4キロメートル）辺りまて戻る。そ

うすれは，前後から挟み撃ちにできる，という

のであるげ55)。

しかし，鎮圧軍の不足に加えて，作戦の成否

を左右する巡警のイサ足も．王を悩ませていた。

あらかじめ100~200名の巡警が必要なのである

が．現地で募集していては間に合わない。そこ

て，省城からの派追を要請している。鎮圧にか

かる諸経費も，鉄嶺県の財政からは出ない↑趙

23 
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爾究の懇願によって．不承不承ながら鉄巖に来

た土永江は，日本兵の動向云々以前に，中国側

の地方行財政 なかんずく危機への対処＿

が根本から成り立っていないことへの怒りを隠

そうとしない。趙爾罪からの送金がなければ王

の個人名義で借金するように．哀金鎧に依頼し

ている (it56)。そこには，地方行財政制度から地

方官への援護かないことに対する，上なりの抗

議がうかがえる 3

下→が「暫時中吃地」作戦を趙爾巽に提案した

のは，哀金鐙宛て内簡を出すよりも以前からで

あった。しかし，趙は「恐らく詐謀有り．承認

すべからす」と回答し，大砲を備えた陸軍の派

遺を約束しているぽ57）。この「詐謀」は，日本

側のということであろう。趙の日本不信は根強

かったのである。巡警と送金の1↑はどうなった

かわからないか，作戦の根本を趙に反対された

のであるから．令体として首尾よくいったとは

考えられない。

結屈，さきの遼陽の件なども含めて，奉天省

全域の蜂起かひとまず収まったのは，南北和議

が成立し，黄興が藍天蔚に攻撃中止命令を出し

てしばらくのちに．各地の蜂起軍が自主的に解

散したためであった (it.58)0

(itl） 詳細は拙稿Aの注(11), (24)て学げた研究を

参照してt心だきたいが，ここては代表的なものとして，

西付成雄『中国近代束北地域史研究』（法往文化社 1由1

年）の第2章 I束＾：省における辛亥革命」を挙げておく

補足すると．人物に焦点をあてた例えば以卜̂ ())ような研

究もある。 i番喜廷「寧式与辛亥革命」；「関於宝現被殺的

経過」（ともに漏『東北近代史研究』 35：おい； 39-41rn 
［注2) 松本「解題」 (|ri]訳注『末教{J)ll"山） 529-

53(）貞

（注：｝） 宋 ・.卜世紀之索lll泊」。たたし，宋(J)し¥・; 

「馬賊」 0)概念には注意を要する。例えば，民間武装捻

カ・聯荘会の指導者て，のちに革命に参加して有名にな

24 

る，顧人儀（宜）や顧人邦も，独立派の「馬賊」に分類

されている。

（注4) 松本訳注『宋教仁のH記』 513頁／中国科学

院占林省分院歴史研究所，占林師範大学歴史系編苫 r近

代東北人民革命運動史』長春 吉林人民出版社 1960年

191-192頁。

（注5) 本稿第1節の（注11)参照c

（注6) 陳主編『宋教仁集』下冊 722頁／松本訳注

『宋教仁の日記』 354頁。

（注7) 陳t編『宋教仁集』下冊 723-728頁／松本
ボ注『宋教仁の日記』 355-361頁。

（注8) 「我之歴史」 4月2日付（陳主編『宋教仁集』

F冊） 725頁／松本訳注「ヽ 米教仁の日記山 358頁。大狐山

は，現在の吉林省伊通県にある。

（注9) 本稿第1節の第2項を参照のこと。

（注IO) 山地や森林地帯（「寓集」）か多く，官憲の追

跡を逃れやすいことも，好都合であったかもしれないc

（注11) 楊ほか編著『清代東北史』 329頁。しかし，

滋「関於宝塩・・・・・・」 40頁ふ この支部の正式な成立を疑

問視し，東二省における革命派の活動は，山東詞盟会支

部の指導によっていたとする。

（注12) 楊ほが編著「清代東北史J／中国科学院吉林

省分院歴史研究所・吉林師範大学歴史系編著 r近代東北

人民革命....'』 194頁／松本訳注『宋教仁の日記』 513頁3

（注13) 楊ほか編著『清代東北史』ぷ切貞。

（出14) 名目上は，「束南各省における蜂起の状況視

察を命じる」ということであった。遼寧省橡案館編「辛

亥革命在奉犬：以下「辛亥•••••奉尺より，「趙雨巽委

派藍天蔚赴束南考察戦事併布保安会‘'芸旨札稿j 宣統3年

9月24日（『歴史櫓案』 1981年第4期 1981年4月） 18

頁 原文甚の影印は．潅陽市櫓案館編『辛亥革命在潅

阻；庸陽 涌陽出版社 1!ltl1年；以下，つ辛亥•••9 ・・滸陽』

89-90貞に見ることができる。

（注15) 郭孝成「東て省革命紀事 （中国史学会主編

『辛亥革命 (L)、中国近代史資料叢fil は毎 ー［海人民

出版社 1957年） 396-:m几なおこの史料では，「馬賊」

に敬意を表してか．「馬傑」という表現が使われている。

(；t16) 故宮櫓案館楠jI束三省起義泊！i橋案」より，

立統二年卜月初しH外務部発東三省総督趙爾巽屯」（中

国史学会主編『辛亥革命 (t;)』)422-423貞。

りi:l7) 郭孝成「東？省革命••… r

（注18) 「趙爾罪為緩登武昌起事消息札」宜統3年8

月27ll (「辛亥••…奉k」 17頁）。原文書の影印は『辛亥
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．．．．．．i審陽』 68-71頁にある。

（注19) 「趙荒罪為成立奉天国民保安公会及蒋理保安

札」宜統3年9月23日（同t書）。張棺の前歴なとについ

ては，本稿第II節の（注23)を参照のこと。

（注20) 郭建平「辛亥革命張作諜・・・・コ 122-123頁。

（注21) 郭孝成「東三省革命•… •-397貞にも， f部下

300人余りを糸いて」とあるe 無論その後，人員の追加

募集や後紬部隊の到行などで，最終的には5()（）人内外に

はなったであろう。

（注22) 本稿第II節の第1項を参照。

（注23) 祁亦兵「清末的巡防隊与辛亥革命．（『社会科

学戦線』 1981年第4期 1981年4月） 73頁3

（注24) 本稿第II節の第1項を参照。

（注お） 「奉天交渉司致日本領事館節略稿」宵統3年

10月（中国第一歴史櫓案館編『清代櫓案史料叢縦』第八

輯北京中華書局 1982年；以下，『清代櫓案史料•••

...』)89-90貞

（注26) 「東三省軍隊聯合防守及組織勤f鉤令」い宵統

3年11月（『清代棺案史料・・・・'』)289-290貝．c 商埠地とは，

奉天駅周辺に区画された満鉄鉄道附属地と，外城大小西

関とのちょうと中間に開発された上地である ］903年の

芙〈アメリカ〉清通商条約などに基つき， 1909年に清朝

政府が指定したもので，本来は各国の廂業活動のための

土地であるが，附属地の拡張を図る日本側と， tt也0)主

権保持を図る清朝側の思惑が対立し，問題になっていた

（尾形洋—,「奉天の歴史的変遷に関するノート」 ('ft稲

田大学文学部東洋史研究宇編『中は前近代史研究—ーー栗

原朋信i§L追悼論集ー 』雄山閣出版 1980年） 224-225

頁。なお，地図は1919年0)ものであるか，奉天城全体の

形態は辛亥，,f命当時とほとんどかわっていないいで，転

載した C・

（注27) 同l史料。

（注28) I束三省総督趙爾巽暁，，扁各府庁州県人民文稿」

宜統3年1]月初2il (『清代櫓案史料..…・』)94貞。

（注29) 「趙面巽沿立憲実行＇冴 ll{［会名” '擾乱治安"

者即応囁削l"札_J9，ヽl：統3年1(）月12!I (「辛亥・・・・・奉反）

18-19頁。

（注30) -奉天交渉口］致……」 89-90ti。

（注31) I趙爾巽偽史紀常東報遼陽起事詳ll'i淵，青帰蟄

用款札ー 99'（統3年11)JヤJJ6日 （！辛亥9・・・・・奉入．） 2w:。

（注32) |nl」:/「趙爾巽松遼陽州保安分会吊称革命党

人起事晶派ぷ水江到遼＇｀安撫＂巾給度支司的札文 J （遼

寧省櫓案館組『辛亥革命在遼寧棺案史料』 1981り，以下，

張作森政権成立J)背娯

『辛亥•••…遼寧』） 7頁／「東三省総督趙爾巽暁諭……」c

原文告の影印は，：”辛亥•…••清陽」 111-114頁にある。

（注33) 「趙爾巽為遼陽州保安分会・・・・・・上

（注34) 金統歓「モ永江別伝」 446頁。

（注：35) 「哀金鎧致趙爾巽東」宵統3年11月1lH(『清

代橡案史料••••••J) 110貞C

（注36) 湯ほか編著『清代東北史』 343頁／江夏由樹

「旧奉天省撫順の有力者張家についてJ (r 一橋論叢』第

102巻第6号 1989年） 101頁。

（注37) 「張作森報告撃殺張棺等人星」宣統3年12月

初6ll（遼寧省櫓案館編 r奉系軍閥稽案史料彙編』ー一

江蘇i＼籍出版社，香港地平線出版社 199()年） 617-618

頁。活字化・校点したものは，「辛亥……奉天」 22-23頁

と『辛亥……遼寧"123頁にある。

（注⑱ 「趙爾巽的暁論j宣統3年12月初JO日（『辛亥

……遼寧』） 129-130凡

（注39) 「奉天省城警務局給趙爾巽的星文」宣統3年

12月初1(Jfl(rnJ上科）。

（注40) 「奉天ノ状況不安ニッキ兵力増加ノ必要アル

件」明治45(1912)年1月311::l（外務省編『日本外交文

者』第45冊別冊清国事変（辛亥革命） ；以ド，『日本外

交・・・・..』)306-307頁。

（注41) 「奉天省城警務局..…」宣統3年12月初10日

（『辛亥……遼寧J}129-130頁。

（注42) 「奉天省城咎務局給趙爾巽的星文」‘直統3年

12月初7日（『辛亥……遼寧』） 126頁c

（注43) 「奉天／状況不安ニッキ 9••… Jo

（注44) 「奉天民政使為斉鎮束梨陳準備戦時提唱民気

開通民智事給奉天府的札文」宣統3年 2月16日（『辛亥

....•遼般 I 11ft。

(rt」5) 「探報」 '1了統3年10月初6日（『清代櫓案史料

.....'』)34頁。

（注46) 「東三省総瞥趙爾巽致内閣及外務部屯稿」宵

統3い（）月12ll{|dl上書）泊且／‘「LI本人ノ奉天爆破1t

件ハ［国柱関係ナルニ付じノ逮捕方曹ヨリ申出アリタル

件二明治44年12!1:l 11(『H本外交・-....』)277頁。

（注17) 「清国側ヨ 'JE国柱ノ引渡要求アリタル件」

明治44年11月27H/「王国柱ヲ附属地内二放任シ憤クハ

ィ渾jナル件」同2811（ともに叶上｝｝）初l-271貞。

（注18) 「探報1'（統3年］｛）月14ll(『rh代揺案史料
......」） 64頁。

（注19) 「東三省総督趙爾異致哀世凱函稿 I'花統3

年10月15lj（同上tr)70頁。
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（注50) i繋州起義 (1911年12月31H，旧暦11月12日）

のHij.--E小堂が暴動を起こそうとして張慇1こ止められる

ということがあったその後，張椿はまずます勢力を拡

張し， 各｝i面と連携したという （侯毅「張烈士椿・・・・・」

177頁）。品述が簡潔すぎてよくわからなし心， Eが依然

として暴動路線を捨てなかったこと，およびそれを阻止

したことが張棺の革命指導者としての地イ｛！向上につな力‘

ったことはうかかえる。

（注51) 「奉天交渉使為革命党人在）』連結会“招匪＂請

駆逐槃阻事給H総領屯的照会稿→ （『辛亥・・・…遼寧』） 359

L、i。

（注52) 11912年2月23日穆厚敦<T.D. Moorhead 

奉天閃税務hl>致安格聯<F.A.Aglen紐税務五l>第29

け図（中国近代経済史資料叢flj編輯委員会t編 r中国
海関与辛亥革命』北京 中華書局 1964年） 311頁{、

（注53) 「交渉叶給H総領事的照会稿ー宣統3年12月

:30 日（『平亥•••••遼寧』） 370頁。なお，蜂起豆）酋謀者と

して，「著名な馬賊・戴洛秀-()）名かあかっている

（注54) 「鉄嶺知県王永江致哀金鎧内．中華民国）じ牛

2月19H(『清代棉案史料・・・・・』） 201-20:l頁、J

（注55) I』 l’•O

（注56) lnJ上

（注57) r束三省総督趙爾巽致鉄嶺知県＿L永江竜稿．． 

中華民国元年2月19H（同t．書） 2（）］几
（注58) 特・李 i:．編 7中国束北通史j 325頁／楊ほか

編著 r清代東北史J;l,15貝

おわりに

義利l団事変後の消朝地方‘tliMI))主権[i1J復は，

治安維持体制の再編・確立と表裏体の関係に

あった，~，「馬賊」を取り締まることは，‘片局に

とって治安維持O)Hに見える成果てあったたけ

でなく，その体制の構成員を取り込むうえても

屯要であった。取り込むうえてtな受けJfllとな

ったのか，巡防隊であった c， ん方取り締まられ

る「馬賊」 I})•部には曹＇保険隊 1 とし\う民間

自衛集団的な性格を帯びて，本来0)それてあろ

治的な地位を確保しようとするものが出てきた。

「馬賊」の帰順や，「同練」と官憲との協力＿

それは主に警察制度に結実する—ーは，それら

を組織する者の生き残り策であり，同時にそれ

らを切実に必要としていた官憲の政策でもあっ

た。前者の代表例が張作森であり，後者のそれ

は哀金鎧とそれに連なる王永江，干沖漢らてあ

った、ゆえ：こ張作森政権において「文治派，と

称される哀らふ実は出発点において軍隊や警

察の間題と無縁てはなく，張作森との利害0)-→ 

致も対吃も，そこに起因していると考えられるc

清末新政の過程て，巡防隊はいずれ新軍なみ

の水準にひきあけられることを約束されなから

十分にぱ果たされす，まだ帰順しない―馬賊」

U)；寸伐に従事した，そのため，すてに帰順した

―馬賊ーは1ll来の性格，＿頭目，すなわち統領

の｛私兵」的集団 をなかなか脱しなかった。

一方警察（巡警）ぱ，帰順「馬賊」を内部に含

んてし士が，主に地方行財政の木端機関として

の職掌を与えられたため，巡防隊とは若 l涅もな

る道を歩んた

辛亥革命において革命思想が浸透していない

とみなされた巡防隊は，はじめて地方行政の中

枢に達する機会を得たし）腎察行財政を通じて既

に中枢部にあった哀らは，張を抜擢し利用でき

る立場にあった かつ，彼らの出身母体てある

腎察の制度を活用すれば，巡防隊を抑l上し，地

Jj行財政のもとに軍政を統括することもてきる

たか目的をトクがこ果たすには，新政を通して

得られた束，ーこ省総督J)個人的な権限の強さては

なく，地方行財政を制度として確立し，それに

拠っててなければ無意味てあったく）なおかつそ

こては，日本u)影饗）］を無視するわけにはいか

1 |J1紬」い郷団-)などと [ril様に、 に近¥}政 なし) しかし，総督U)懇願て革命勢力を鎮圧し
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に行った王永江が，その費用の捻出や作戦に必

要な巡警の数に困るようでは，治安紺持活動に

制約が生しるのは当然であった。最初からその

種の制約とは無縁で，巡防隊という 1私兵」的

集団を率いて，官憲への接近とそれにともなう

自分の地位の向上を図ってきた張作謀に，徐々

に治安維持の主導権，ひいてはそれに付随する

地方行財政上の諸権限，また次第により大きな

権限も移行したのはやむをえないことであったJ

つまり東北においては，新政によって再生し

つつあった清朝の地方行財政システムが，革命

によってほとんど崩壊し，新政の過程で生み出

された治安維持体制のみが機能して混乱を収拾

し，以後の地方行財政に影響力を持った。結局｀

表面的には共和政体が受容されるが，その内実

は，革命当時に唯••機能した治安維持体制の，

地方行財政全体への優位であった。 E永江らが

清未新政の継承にこだわり張作謀を牽制しよう

としたのも，日本の利権や干渉を地方行財政の

前提として時には利用し時には退けた（注])o)も，

辛亥革命時においてほとんど崩壊した地方行財

政システムを何とか再建しようとする意図に根

ざしていたのである。

詳細は次の機会に論じたいが，張作森政権時

期における張ら軍人と，哀金鎧・上永江•F沖

漢ら「文治派」官僚との提携や対立は，彼らが

共に治安維持体制と地方行財政の一体性を痛感

しながら，どちらを優位に守たせるかて見解を

異にしていたために生じた。さらに五えば，治

安維持体制の優位を志向する張作謀は，地方政

権から全l1辞統一政権に脱皮することて、その課

題に早期に応えようとしたが，哀•干．・子らは

長期計画としては張の志向を支持しつつも，地

張作森政権成立の背最

方行財政の再建による地方的な解決をまず優先

させようとした3

周知のごとく，張は短期間，華北を制圧して

北京政権を掌握しただけて、，華南から華中にか

けて北伐してきた蒋介石に敗れ，利用価値がな

くなったと判断した関東軍によって爆殺された。

その後，張学良は「易織」を断行して国民政府

による中国統一を優先したが，東北内部では張

学良を頂点とする支配が続き，短期間ながらも，

統一と地方分権の両立が見られた。しかし，

「九・ ゾ＼」事変は．張学良のもとで定着する

可能性のあった両立状態を破壊し，完全に日本

に依存した新秩序ー「満洲国」ーを創出してい

く。その過程で，かつて地方行財政の再生によ

る地方的な解決を優先させようとして張作諜に

抑圧され，また張学良のもとでも可能性にとど

められて実現に至らず不満を持っていた哀 •-f

らを，諦念や期待を抱かせつつ協力させたこと

についてふすてに論じたlit2)。

中国東北地方の近現代史は，清朝という巨大

な王朝国家の崩壊後に，その地で生きる人々か

どのように秩序を再構築し，社会を再建しよう

としていたのかという視点からも，改めて考え

なおす必要があろう。それは，近世と近代を繋

ぐ項要な作業を伴うし，また18秩序の崩壊とそ

こから{})再生という問題が，考えようによって

は現代的かつ普遍的だからである。

(it 1) t鴫 A,
(it2) 捐隣B。ただし，貞は関東軍の脅迫を受ける

まて，錦州にいた張学良に反撃の期待をかけていたが，

f• は国際連盟における H本の狐立を恐れつつも，当初か

ら関屯仙こ協力的な姿勢を見せた，

（＇伍山大学人文学部講師）
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